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研究成果の概要（和文）：健康な犬の腸内細菌叢に対する4つの市販の療法食の影響を検討した。使用した療法
食は減量食、低脂肪食、腎臓病食および抗アレルギー食であった。結果として、市販の療法食が健康な犬の糞便
微生物叢に大きな影響を与えることを示した。次に消化酵素剤単独および市販のプロバイティクス／消化酵素剤
投与が11頭の健康な家庭犬の糞便マイクロバイオームに及ぼす影響について検討した。消化酵素剤単独および市
販のプロバイティクス/消化酵素剤は健康な家庭犬の糞便マイクロバイオームに影響を与え、吸収を上昇させる
ような腸内細菌叢へと変化した。

研究成果の概要（英文）：The impact of four commercially available prescription diet regimens on the 
fecal microbiome in healthy dogs were evaluated. The diet regimens used were as follows: weight-loss
 diet, low-fat diet, renal diet, and anallergenic diet. In the results, commercial prescription diet
 influences the fecal microbiome in healthy dogs. Next, this study investigated the effect of a 
commercially available digestive enzyme and probiotic preparation on fecal microbiomes of 11 
healthy, client-owned, pet dogs. We have found that a digestive enzyme and probiotic preparation can
 influence the fecal microbiomes of healthy, client-owned, pet dogs. 

研究分野： 動物栄養学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では様々な市販の療法食が健康な犬の腸内細菌叢に与える影響について調査した。療法食には様々な組成
のものがあり、それぞれの療法食が特徴的な腸内細菌叢に変化させることがわかった。これは、食事やプロバイ
オティクスおよびプレバイオティクスを給与することにより、犬の腸内細菌叢をコントロールできる可能性を示
した。消化器疾患やアレルギー疾患などの犬に多いとされる疾患を腸内細菌叢に着目することにより、未然に予
防ができるかもしれないということを示した、最初の研究になると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

糞便のマイクロバイオームは、食生活、生活環境、ストレスおよび栄養状態などで変化す

ることが報告されている。また、糞便マイクロバイオームは善玉菌、悪玉菌および日和見菌

など様々な菌が存在しそれらの菌がバランスよく含まれていることが良いとされている。

そのため、糞便中に含まれる細菌は単一の菌種が増えているよりも多様性に富む方が良い

とされている。糞便中の細菌組成を調べる方法として従来では培養法が主であったが、近年

では次世代シーエンサーを用いて、ほとんどすべて腸内細菌の解析が可能となった。細菌の

分類法は門構成、科構成、属構成および種構成など様々なレベルで比較されるが、糞便のマ

イクロバイオームでは門構成や属構成で議論されることが多い。ヒトや犬において門構成

の中で主要なものは、Firmicutes 門（Lactobacillus 属が含まれる）、Bacteroidetes 門

（Bacteroidetes 属が含まれる）、Actinobacteria 門(Bifidobacteriu 属が含まれる)、

Proteobacteria 門（Escherichia 属が含まれる）および Fusobacteria 門である。一般的に

Firmicutes 門および Bacteroidetes 門は日和見菌が多く含まれ、Actinobacteria 門には善

玉菌が多く含まれ、Proteobacteria 門および Fusobacteria 門は悪玉菌が多く含まれるとさ

れている。実際に医学領域では痩せているヒトでは糞便中の Bacteroidetes 門が上昇し、

Firmicutes 門が低下する（痩せ形の腸内細菌）ことが知られている。また肥満患者では上

記の腸内細菌の構成が痩せ形のヒトと逆転する。ヒトと同様に犬においても肥満は重要な

問題であり、おやつの多給および運動不足などにより肥満の犬は増加が続いている。犬の肥

満は膵炎、眼病、運動器疾患、呼吸器疾患および循環器疾患など、様々な病態の発症や増悪

因子となるため是正が必要となる。しかしながら、肥満を体重減量食で改善させたという報

告はあるものの、腸内細菌の観点から肥満改善の効率などを科学的に証明した研究はこれ

までにない。 

 

２．研究の目的 

近年、医学領域において腸内細菌叢（糞便のマイクロバイオーム）に注目が集まっている。

しかしながら犬においてはあまり研究が行われていない。本研究では腸内細菌に影響を与

えると考えられる、プロバイオティクス（乳酸菌製剤など）およびプレバイオティクス（食

物繊維など）およびその併用（シンバイオティクス）を本学で健康な犬に投与し、血液代謝

産物および糞便のマイクロバイオームにどのような影響を与えるのか基礎的に検討するこ

とを第一の目的とする。続いて、それらの結果をもとに次に肥満犬および消化器疾患を持つ

犬において上記のような治療介入を行う。治療介入の臨床症状に対する変化と、腸内細菌叢

に与える影響を評価し、考察を行う。 

 

３．研究の方法 

まず、本試験では健常犬６頭を用いた。食事には直接獣医臨床分野に本研究の結果が還元

できるように、市販のフードを用いた。そのため市販の体重減量用の療法食である満腹感サ

ポート（以下すべてロイヤルカナン社）、消化器サポート低脂肪、腎臓サポートおよびアミ

ノペプチドフォーミュラを用いた。これらのフードはそれぞれ特別療法食であるが、腸内細

菌にどのような影響を与えるかはわかっていない。本研究では健常犬の理想体重を維持で

きるように給与量を調整しながら 4 種類のフードをそれぞれ 3 週間（２１日間）ずつラン



ダムに与えた。食事は 1日 2 回(午前 8-9 時および 午後 4-5 時)給与で、カロリー摂取量は 

1/2×1.1-2.1×RER (BW0.75×70) と設定した(RER は安静時エネルギー要求量、BWは体重を

意味する。)。理想体重かどうかの判断は毎週の体重測定と獣医師（申請者）の触診による

ボディコンデションスコアの判定で判断した。一頭の犬に対して 3 週間ずつ 4 種類のフー

ドを与えるので、合計 12週間（84 日間）の研究となる。糞便中の菌数は経時的に増加する

ため、糞便採取日の三日間は 15 分おきに糞便をしていないかチェックを行い新鮮糞便を採

取した。採取した糞便は糞便量と糞便スコアを記録し直ちに―８０℃で保存した。 

4 種類のフードにおいて糞便の解析を行った。冷凍した糞便から DNA を抽出し、16SrRNA

系統解析を用いて、４種類のフード給与後の糞便中の細菌叢の変化を比較検討した。 

次にプロバイオティクスが腸内細菌叢に与える影響についても検討した。使用する製剤

は市販品であるビオイムバスター（獣医医療開発）を用いた。ビオイムバスターは乳酸菌と

消化酵素剤を含む。様々な家庭で飼育されている健常犬 11頭において繊維源の少ないフー

ド（消化器サポート低脂肪）を用いて追加でビオイムバスターを処方し、その後の食事量、

体重の変動および糞便マイクロバイオームの解析を行い、プロバイオティクスが腸内細菌

に与える影響について考察した。 

 

４．研究成果 

６頭の健常犬に高たんぱく、低炭水化物、低脂肪および高繊維の食事を与えると、 や

せ型の糞便マイクロバイオームになることが認められた。また、4種類のフードは腸内細

菌叢を大きく変化し、それぞれの療法食に適した腸内環境にすることが示唆された。上記

の研究結果は研究論文にまとめ、獣医系学術雑誌にアクセプトされた[1]。上記の結果を

もとに、11頭の家庭犬に2種類のフードを給与し給与前後の糞便マイクロバイオームを比

較検討した。家庭犬においてもフードはきちんと与えられ、糞便も問題なく予定通りに回

収できた。家庭犬を用いることでより、臨床に即した実用的な研究結果になると考えた。

結果として1つのフード（アミノペプチドフォーミュラ）は糞便マイクロバイオームを均

一化し、様々な家庭環境で飼育されている犬でも、糞便マイクロバイオームを均一化でき

ることが分かった。もう一方のフード（消化器サポート低脂肪）は糞便マイクロバイオー

ムを均一化することはできなかった。この研究結果は学術雑誌にアクセプトされた[2]。

最後に消化酵素剤単独および市販のプロバイティクス／消化酵素剤投与が11頭の健康な家

庭犬の糞便マイクロバイオームに及ぼす影響について検討した。次世代シークエンスの結

果、Firmicutes門、 Clostridia綱、 Clostridiales目、Clostridiaceae、Clostridium 

属およびBlautia属の割合がプロバイティクス投与により有意に上昇した。消化酵素剤単

独および市販のプロバイティクス/消化酵素剤は健康な家庭犬の糞便マイクロバイオーム

に影響を与えることを示した。この研究結果は学術雑誌にアクセプトされた[3]。 
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